
平成２８年度 第２回学校関係者評価委員会

信頼される学校づくりのための委員会 議事録

鹿児島県立屋久島高等学校

１ 日 時 平成２９年２月１４日 火曜日 １４：５０～１６：０５

２ 場 所 本校会議室

３ 出席者 （計１２名）

(1) 評価委員 （４名）

・町教育委員 ・本校同窓会長 ・町内中学校長（代理出席）・本校ＰＴＡ会長

(2) 学校側出席者 （８名）

・校長 ・教頭 ・事務長 ・教務主任 ・進路指導主任 ・生徒指導主任 ・保健主任

・教務係(記録)

４ 会 順

(1) 開会のことば

(2) 校長あいさつ

(3) 説明Ⅰ 学校概況について（教頭）

ア 本年度の生徒募集の取組と本年度志願状況について

イ 信頼される学校づくりを目指して

ウ 各種大会，検定等の実績

エ 保護者による学校評価アンケート分析

オ 職員による自己評価アンケート分析

カ 生徒による自己評価アンケート分析

(4) 説明Ⅱ 活力と潤いに満ちた特色ある学校づくりのために

（ア 教務部 イ 生徒指導部 ウ 保健部 エ 進路指導部）

(5) 協 議

(6) 閉会のことば

５ 協議における評価委員からの主な質問・意見・助言等

(1) 授業参観において，生徒たちが明るく授業に取り組んでいることが分かった。日頃からどのよう

な取組をしているか。

（【学校側の回答】→学力を伸ばす手段の一つとして，アクティブ・ラーニングを意識しながら授業

を行っている。）

(2) 行事の活性化に向けてどのような取組をしているか。

（【学校側の回答】→各行事については，前年度の踏襲にとどまらず，内容を事前に協議している。

年間行事計画については，行事検討委員会を中心に毎年検討を行っている。）

(3) 大会実績を見ると，体育系だけでなく，文化系が活躍していると感じた。検定の合格率もよい。

もっと外部に積極的にＰＲすべきだと考える。

(4) 今回の学力検査出願状況を見て，島外からの受検者を増やす必要があると感じた。島外生に向け

た情報発信をさらに工夫すべきだ。

(5) 先日開催された宮之浦地区の幼稚園・小学校・中学校・高等学校の連絡会議において，屋久島町

全体の学力を向上させる必要性を感じた。このことについて，校種を越えて協議することが重要だ

と感じる。


